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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

回次 第72期中 第73期中 第74期中 第72期 第73期

会計期間

自　令和２年
　　４月１日
至　令和２年
　　９月30日

自　令和３年
　　４月１日
至　令和３年
　　９月30日

自　令和４年
　　４月１日
至　令和４年
　　９月30日

自　令和２年
　　４月１日
至　令和３年
　　３月31日

自　令和３年
　　４月１日
至　令和４年
　　３月31日

売上高 (百万円) 2,128 2,164 2,302 4,304 4,476

経常利益 (百万円) 1,238 1,278 1,230 2,444 2,453

中間(当期)純利益 (百万円) 823 888 846 1,696 1,717

持分法を適用した場合の
投資利益

(百万円) ― ― ― ― ―

資本金 (百万円) 413 413 413 413 413

発行済株式総数 (株) 827,988 827,988 827,988 827,988 827,988

純資産額 (百万円) 49,920 51,648 51,997 51,044 52,190

総資産額 (百万円) 50,506 52,398 52,569 51,780 52,900

１株当たり純資産額 (円) 60,291.06 62,378.48 62,800.25 61,649.18 63,032.86

１株当たり中間(当期)
純利益金額

(円) 994.41 1,073.46 1,022.50 2,048.70 2,074.76

潜在株式調整後
１株当たり中間
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― 450.0 500.0

自己資本比率 (％) 98.8 98.6 98.9 98.6 98.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,286 1,313 1,179 2,741 2,666

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 754 △586 △304 △2,248 △2,406

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △329 △370 △411 △329 △370

現金及び現金同等物
の中間期末(期末)残高

(百万円) 2,348 1,155 1,151 799 688

従業員数 (名) 29 28 26 29 28
 

　
(注) １　当社は、中間連結財務諸表を作成しておりませんので、中間連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推移

については、記載しておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため、記載しておりません。

３　第72期の1株当たり配当額には、特別配当50円を含んでおります。

４　第73期の1株当たり配当額には、特別配当50円と創立70周年記念配当50円を含んでおります。

５　潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

６　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 令和２年３月31日）等を第73期中間会計期間の期首

から適用しており、第73期中及び第73期以降に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用し

た後の指標等となっております。
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２ 【事業の内容】

当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。なお、当社には関係会社

(親会社、子会社、関連会社及びその他の関係会社)はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

令和４年９月30日現在の従業員数26名であります。なお、従業員数は、就業人員であります。

当社は、競馬場施設賃貸事業及びその付随事業の単一セグメントであるため、セグメント別の従業員数は記載し

ておりません。

 

(2) 労働組合の状況

労働組合は結成しておりません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

当中間会計期間において、当社が定めている経営方針、経営環境並びに当社の事業上及び財務上の優先的に対処す

べき課題について、重要な変更はありません。

また、新たに定めた経営方針、経営環境並びに新たに生じた事業上及び財務上の優先的に対処すべき課題はありま

せん。

 
２ 【事業等のリスク】

当中間会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が当社

の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主要なリス

クの発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について、重要な変更はありません。

なお、現状は新型コロナウイルス感染症の拡大による当社の財政状態及び経営成績に対して、重要な影響は発生し

ておりません。

しかし、感染症の拡大が長期間に及びますと経済情勢の悪化により、当社の業績にも影響が出てくる可能性がある

ため、今後の推移を注視してまいります。

 
３ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当中間会計期間における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー(以下、「経営成績等」という。)の状

況の概要並びに経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は、次のとおりであり

ます。

 
(1) 経営成績

当中間会計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症による行動制限が緩和され、景気は緩やか

な持ち直しの動きが見られました。

しかしながら、原材料価格の高騰や急激な円安の進行による物価上昇などの影響が懸念され、先行きは依然とし

て不透明な状況が続いております。

このような状況下におきまして、当社といたしましては、新型コロナウイルス感染症の影響下でのファンサービ

スを模索しつつ、日本中央競馬会と協力し、インターネットを利用した企画を実施したほか、施設の整備、改良を

行ってまいりました。

また、自然災害などをはじめとする不測の事態にも的確に対応できるよう、資金の内部留保を充実させるととも

に、諸経費の削減や経営の合理化なども進め、株主の皆様方に安心していただけるよう、業績の向上と安定的な経

営に努めてまいりました。

　この結果、当中間会計期間の売上高は、2,302百万円と前年同期に比べ138百万円(6.4％)の増収、営業利益は

1,162百万円と前年同期に比べ103百万円(9.8％)の増益、経常利益は1,230百万円と前年同期に比べ48百万円

(3.8％)の減益、中間純利益は846百万円と前年同期に比べ42百万円(4.7％)の減益となりました。

 

当社は、競馬場施設賃貸事業及びその付随事業の単一セグメントであるため、事業の種類別の売上高を示します

と、次のとおりであります。

　競馬場施設賃貸事業は、2,128百万円と前年同期(2,098百万円)に比べ29百万円の増収、駐車場事業は、49百万円

と前年同期(30百万円)に比べ19百万円の増収となりました。

　また、その他の事業は125百万円と前年同期(34百万円)に比べ90百万円の増収となりました。
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(2) 財政状態

当中間会計期間の資産額は、52,569百万円と前事業年度に比べ330百万円(0.6％)の減少となりました。これは主

に、投資有価証券の時価評価差額の減少によるものであります。

また、未払消費税等が減少したこと等により、負債額は571百万円と前事業年度に比べ138百万円(19.5％)の減少

となりました。純資産額は、その他有価証券評価差額金の減少等により、51,997百万円と、前事業年度に比べ192

百万円(0.4％)の減少となりました。

当中間会計期間の財政状態は無借金経営状態が続き、自己資本比率も98.9％と、財務体質は依然強固でありま

す。

今後も将来に備えて、引き続き内部留保に努めて資金量を増やし、リスクを回避しながら資金運用効率を高め

て、より一層の自己資本の充実強化に努めてまいりたいと考えております。

 
(3) キャッシュ・フロー

　当中間会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前年同期に比べ4百万円減少し、1,151百万円となりま

した。

　当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動によるキャッシュ・フローは1,179百万円(前年同期は1,313百万円)の収入となりました。これは主に、

税引前中間純利益1,220百万円(前年同期は1,280百万円)、減価償却費423百万円(前年同期は418百万円)、法人税等

の支払額358百万円(前年同期は467百万円)によるものであります。

 

 (投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動によるキャッシュ・フローは304百万円(前年同期は586百万円)の支出となりました。これは主に、定期

預金の預入による支出1,100百万円(前年同期は200百万円)、定期預金の払戻による収入1,100百万円(前年同期は

800百万円)、有形固定資産の取得による支出312百万円(前年同期は194百万円)、有価証券及び投資有価証券の取得

による支出290百万円(前年同期は700百万円)、有価証券及び投資有価証券の売却及び払戻による収入102百万円(前

年同期は120百万円)、有価証券の償還による収入200百万円(前年同期は200百万円)によるものであります。

 

 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動によるキャッシュ・フローは411百万円(前年同期は370百万円)の支出となりました。これは配当金の支

払額411百万円(前年同期は370百万円)によるものであります。

 

　当社の資本の財源及び資金の流動性については、主として営業活動により得られた資金により賄っており、主な

資金需要は運転資金及び設備投資資金であります。

　また、当社は、事業運営上必要な流動性と資金の源泉を安定的に確保することを基本方針としており、運転資金

は自己資金を基本としております。

　なお、設備投資の概要及び重要な設備の新設に関する計画につきましては、「第３　設備の状況」に記載のとお

りであります。

 
(4) 重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について、重要な変更はありません。
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(5) 生産、受注及び販売の実績

① 生産実績

該当事項はありません。

 

② 受注実績

該当事項はありません。

 

③ 販売実績

当社は、競馬場施設賃貸事業及びその付随事業の単一セグメントであるため、当中間会計期間の販売実績を事

業の種類別に示すと、次のとおりであります。

 

事業の種類
当中間会計期間

(自　令和４年４月１日
　至　令和４年９月30日)

前年同期比(％)

競馬場施設賃貸事業 (百万円) 2,128 101.4

駐車場事業 (百万円) 49 163.7

その他の事業 (百万円) 125 357.9

合計 2,302 106.4
 

(注) 　前中間会計期間及び当中間会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

は、次のとおりであります。
 

相手先

前中間会計期間
(自　令和３年４月１日
　至　令和３年９月30日)

当中間会計期間
(自　令和４年４月１日
　至　令和４年９月30日)

金額(百万円) 割合(％) 金額(百万円) 割合(％)

日本中央競馬会 2,097 96.9 2,127 92.4
 

 

 
４ 【経営上の重要な契約等】

当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の締結、変更及び解約はありません。

 

５ 【研究開発活動】

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【主要な設備の状況】

当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

２ 【設備の新設、除却等の計画】

(1) 重要な設備の新設等

前事業年度末において、計画した重要な設備の新設等はありません。

また、当中間会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設等の計画はありません。

 

(2) 重要な設備の除却等

前事業年度末において、計画した重要な設備の除却等はありません。

また、当中間会計期間において、新たに確定した重要な設備の除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,100,000

計 1,100,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(令和４年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(令和４年12月21日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 827,988 827,988
非上場
非登録

単元株制度を採用しておりま
せん。

計 827,988 827,988 ─ ─
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

(ライツプランの内容)

該当事項はありません。

 

(その他の新株予約権等の状況)

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の状況】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

令和４年４月１日～
令和４年９月30日

─ 827,988 ─ 413 ─ ─
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(5) 【大株主の状況】

令和４年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己株式を
除く。)の総数に対する
所有株式数の割合(％)

愛知県 名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 229 27.77

名古屋市 名古屋市中区三の丸三丁目１番１号 78 9.53

名古屋鉄道㈱ 名古屋市中村区名駅一丁目２番４号 70 8.55

一宮市 一宮市本町二丁目５番６号 43 5.20

㈱名古屋銀行 名古屋市中区錦三丁目１９番１７号 41 4.98

豊橋市 豊橋市今橋町１番地 34 4.17

岡崎市 岡崎市十王町二丁目９番地 34 4.17

碧南市 碧南市松本町２８番地 17 2.08

村松典幸 名古屋市中区 9 1.11

㈱丸榮 名古屋市中区栄三丁目３番１号 9 1.11

計 ― 568 68.71
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

令和４年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 827,988
 

827,988
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 827,988 ― ―

総株主の議決権 ― 827,988 ―
 

(注)　「完全議決権株式(その他)」の欄には、名義人以外から株券喪失登録のある株式が302株含まれております。ま

た、「議決権の数」欄には、名義人以外から株券喪失登録のある株式に係る議決権の数302個が含まれておりま

す。

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

 

１　中間財務諸表の作成方法について

当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大蔵省令第38号)に

基づいて作成しております。　

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間(令和４年４月１日から令和４年９月30

日まで)の中間財務諸表について、かがやき監査法人による中間監査を受けております。

 

３　中間連結財務諸表について

当社には子会社がありませんので、中間連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【中間財務諸表等】

(1) 【中間財務諸表】

① 【中間貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(令和４年３月31日)
当中間会計期間
(令和４年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,288,185 4,351,100

  有価証券 200,348 ―

  その他 58,189 69,411

  流動資産合計 3,546,722 4,420,512

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 7,287,141 7,201,102

   構築物（純額） 4,243,652 4,190,789

   機械及び装置（純額） 106,808 95,321

   土地 4,062,430 4,062,430

   建設仮勘定 89,650 135,158

   その他 140,418 124,890

   有形固定資産合計 ＊1  15,930,103 ＊1  15,809,693

  無形固定資産 68,329 66,521

  投資その他の資産   

   投資有価証券 27,262,527 26,550,410

   長期預金 6,000,000 5,400,000

   その他 109,945 339,779

   貸倒引当金 △17,100 △17,100

   投資その他の資産合計 33,355,372 32,273,089

  固定資産合計 49,353,804 48,149,304

 資産合計 52,900,527 52,569,816

負債の部   

 流動負債   

  未払金 79,095 70,241

  未払法人税等 359,068 369,801

  賞与引当金 14,781 27,509

  役員賞与引当金 24,760 ―

  その他 ＊2  178,326 ＊2  91,983

  流動負債合計 656,032 559,536

 固定負債   

  長期未払金 12,420 12,420

  退職給付引当金 1,238 ―

  その他 40,384 ―

  固定負債合計 54,042 12,420

 負債合計 710,075 571,956
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(令和４年３月31日)
当中間会計期間
(令和４年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 413,994 413,994

  利益剰余金   

   利益準備金 103,498 103,498

   その他利益剰余金   

    配当準備積立金 85,000 85,000

    別途積立金 47,620,000 49,120,000

    繰越利益剰余金 3,729,830 2,662,455

   利益剰余金合計 51,538,328 51,970,953

  株主資本合計 51,952,322 52,384,947

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 238,129 △387,086

  評価・換算差額等合計 238,129 △387,086

 純資産合計 52,190,452 51,997,860

負債純資産合計 52,900,527 52,569,816
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② 【中間損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 令和３年４月１日
　至 令和３年９月30日)

当中間会計期間
(自 令和４年４月１日
　至 令和４年９月30日)

売上高 2,164,154 2,302,934

売上原価 906,463 930,293

売上総利益 1,257,690 1,372,640

一般管理費 198,546 210,209

営業利益 1,059,143 1,162,431

営業外収益 ＊1  223,650 ＊1  73,665

営業外費用 4,434 5,875

経常利益 1,278,359 1,230,222

特別利益 17,437 12,997

特別損失 15,405 22,442

税引前中間純利益 1,280,391 1,220,776

法人税、住民税及び事業税 379,187 369,178

法人税等調整額 12,388 4,979

法人税等合計 391,575 374,157

中間純利益 888,816 846,618
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③ 【中間株主資本等変動計算書】

 前中間会計期間(自 令和３年４月１日 至 令和３年９月30日)

 (単位：千円)

 

株主資本

資本金

利益剰余金

利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
配当準備積立金 別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 413,994 103,498 85,000 46,120,000 3,884,543 50,193,042

当中間期変動額       

別途積立金の積立    1,500,000 △1,500,000 ―

剰余金の配当     △372,594 △372,594

中間純利益     888,816 888,816

株主資本以外の項目

の当中間期変動額

（純額）

      

当中間期変動額合計 ― ― ― 1,500,000 △983,778 516,221

当中間期末残高 413,994 103,498 85,000 47,620,000 2,900,764 50,709,263
 

 

 

株主資本
評価・換算差額

等

純資産合計

株主資本合計
その他有価証券

評価差額金

当期首残高 50,607,036 437,749 51,044,785

当中間期変動額    

別途積立金の積立 ―  ―

剰余金の配当 △372,594  △372,594

中間純利益 888,816  888,816

株主資本以外の項目

の当中間期変動額

（純額）

 87,630 87,630

当中間期変動額合計 516,221 87,630 603,852

当中間期末残高 51,123,257 525,380 51,648,637
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 当中間会計期間(自 令和４年４月１日 至 令和４年９月30日)

 (単位：千円)

 

株主資本

資本金

利益剰余金

利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
配当準備積立金 別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 413,994 103,498 85,000 47,620,000 3,729,830 51,538,328

当中間期変動額       

別途積立金の積立    1,500,000 △1,500,000 ―

剰余金の配当     △413,994 △413,994

中間純利益     846,618 846,618

株主資本以外の項目

の当中間期変動額

（純額）

      

当中間期変動額合計 ― ― ― 1,500,000 △1,067,375 432,624

当中間期末残高 413,994 103,498 85,000 49,120,000 2,662,455 51,970,953
 

 

 

株主資本
評価・換算差額

等

純資産合計

株主資本合計
その他有価証券

評価差額金

当期首残高 51,952,322 238,129 52,190,452

当中間期変動額    

別途積立金の積立 ―  ―

剰余金の配当 △413,994  △413,994

中間純利益 846,618  846,618

株主資本以外の項目

の当中間期変動額

（純額）

 △625,216 △625,216

当中間期変動額合計 432,624 △625,216 △192,591

当中間期末残高 52,384,947 △387,086 51,997,860
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④ 【中間キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 令和３年４月１日
　至 令和３年９月30日)

当中間会計期間
(自 令和４年４月１日
　至 令和４年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前中間純利益 1,280,391 1,220,776

 減価償却費 418,286 423,412

 賞与引当金の増減額（△は減少） 14,387 12,728

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △28,000 △24,760

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △604 △1,238

 前払年金費用の増減額（△は増加） ― △5,852

 受取利息及び受取配当金 △208,183 △51,131

 有形固定資産除売却損益（△は益） 14,755 22,442

 未払消費税等の増減額（△は減少） 66,649 △98,462

 未収消費税等の増減額（△は増加） 31,340 ―

 その他 △18,717 △11,073

 小計 1,570,307 1,486,841

 利息及び配当金の受取額 209,949 51,006

 法人税等の支払額 △467,226 △358,828

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,313,029 1,179,019

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △200,000 △1,100,000

 定期預金の払戻による収入 800,000 1,100,000

 長期預金の預入による支出 △600,000 ―

 有形固定資産の取得による支出 △194,036 △312,711

 無形固定資産の取得による支出 ― △900

 有形固定資産の除却による支出 △12,966 △10,081

 有形固定資産の売却による収入 650 ―

 有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △700,934 △290,785

 
有価証券及び投資有価証券の売却及び
払戻による収入

120,280 102,308

 有価証券の償還による収入 200,000 200,000

 その他の収入 268 7,775

 投資活動によるキャッシュ・フロー △586,737 △304,395

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 配当金の支払額 △370,238 △411,708

 財務活動によるキャッシュ・フロー △370,238 △411,708

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 356,053 462,915

現金及び現金同等物の期首残高 799,065 688,185

現金及び現金同等物の中間期末残高 ＊1  1,155,118 ＊1  1,151,100
 

EDINET提出書類

名古屋競馬株式会社(E04604)

半期報告書

17/32



【注記事項】

(重要な会計方針)

１　資産の評価基準及び評価方法

　(1) 有価証券

 ① 満期保有目的の債券

 　　 償却原価法(定額法)

 ② その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

　時価法(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定)

市場価格のない株式等

　移動平均法による原価法

　(2) 棚卸資産

　　　貯蔵品

　　　　移動平均法による原価法

２　固定資産の減価償却の方法

　(1) 有形固定資産及び売電資産

　　有形固定資産(競走馬を除く)及び売電資産は、定率法を採用し、競走馬は定額法であります。

ただし、平成10年４月１日以降取得した建物(建物附属設備は除く)並びに平成28年４月１日以降に取得した建

物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。

　　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　　　　　建物　　　　　7～50年

　　　　　構築物　　　 10～50年

　　　　　機械及び装置　5～17年

　(2) 無形固定資産

　　定額法によっております。

ソフトウエア(自社利用分)については社内における利用可能期間(５年)による定額法を採用しております。

　(3) 長期前払費用

均等償却によっております。

３　引当金の計上基準

　(1) 貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、回収不能見込額を計上しております。

　(2) 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、賞与支給見込額の当中間会計期間負担額を計上しておりま

す。

　(3) 役員賞与引当金

役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当中間会計期間

末において発生していると認められる額を計上しております。

なお、当中間会計期間においては、合理的に見積もることが困難であるため、役員賞与引当金は計上しており

ません。

　(4) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当中間会計期間末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当

中間会計期間末において発生していると認められる額を計上しております。

ただし、年金資産見込額が退職給付債務見込額を超過している場合は、超過額を前払年金費用として計上して

おります。

なお、退職給付引当金の対象従業員が300名未満であるため、簡便法によっており、退職給付債務の金額は中間

会計期間末自己都合要支給額としております。
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４　収益及び費用の計上基準

　(1) 競馬場施設賃貸事業

日本中央競馬会との競馬場施設賃貸借契約に基づき、毎期決定される賃貸料を契約期間に応じて収益認識して

おります。賃貸料は暦年期間で決定され、当該期間に設備の新設・除却等が発生した場合には、追加・減額賃貸

料等の精算を行っております。なお、この精算額は暦年期間で精算されるものの、収益認識は発生基準に基づき

行っております。

　(2) 駐車場事業

競馬場来場者用の駐車場利用料は、顧客の利用日に収益認識しております。月極駐車場の利用料は、個別の賃

貸借契約書に基づき、賃貸期間にて収益認識しております。

５　中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であり、か

つ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資であります。

 

(会計方針の変更)

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 令和３年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当中間会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める

経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといた

しました。

　これによる中間財務諸表に与える影響はありません。

　なお、「金融商品関係」注記の金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項における投資信託に関する注記

事項においては、時価算定会計基準適用指針第27-３項に従って、前事業年度に係るものについては記載しておりま

せん。

 
(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り)

　新型コロナウイルス感染症による当社への影響に関する会計上の見積りは、前事業年度の有価証券報告書（追加

情報）に記載した内容から重要な変更はありません。

 
(中間貸借対照表関係)

　＊１　有形固定資産の減価償却累計額

 

 
前事業年度

(令和４年３月31日)
当中間会計期間
(令和４年９月30日)

有形固定資産の
減価償却累計額
 

 

20,878,092千円
 

 

21,275,881千円
 

 
 

 

　＊２　消費税等の取扱い

　仮払消費税等及び仮受消費税等は、相殺のうえ、流動負債の「その他」に含めて表示しております。
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(中間損益計算書関係)

＊１　営業外収益の主要項目

 
前中間会計期間

(自　令和３年４月１日
　至　令和３年９月30日)

当中間会計期間
(自　令和４年４月１日
　至　令和４年９月30日)

受取利息

有価証券利息

受取配当金
 

 

1,534千円

26,133千円

180,514千円
 

 

1,258千円

22,541千円

27,331千円
 

 
 

 

２　減価償却実施額

 
前中間会計期間

(自　令和３年４月１日
　至　令和３年９月30日)

当中間会計期間
(自　令和４年４月１日
　至　令和４年９月30日)

有形固定資産

無形固定資産

売電資産
 

 

411,745千円

2,952千円

3,513千円
 

 

417,346千円

2,707千円

3,297千円
 

 
 

 

(中間株主資本等変動計算書関係)

前中間会計期間 (自　令和３年４月１日　至　令和３年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 827,988 ― ― 827,988
 

 

２　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

令和３年６月16日
定時株主総会

普通株式 372,594 450 令和３年３月31日 令和３年６月17日
 

 

　(2) 基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間後となるもの

        該当事項はありません。

 
当中間会計期間 (自　令和４年４月１日　至　令和４年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 827,988 ― ― 827,988
 

 

２　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり配当額
(円)

基準日 効力発生日

令和４年６月21日
定時株主総会

普通株式 413,994 500 令和４年３月31日 令和４年６月22日
 

 

　(2) 基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間後となるもの

        該当事項はありません。
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(中間キャッシュ・フロー計算書関係)

＊１　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間会計期間

(自　令和３年４月１日
　至　令和３年９月30日)

当中間会計期間
(自　令和４年４月１日
　至　令和４年９月30日)

現金及び預金

預入期間が３ヶ月を超える定期預金
 

 

3,755,118千円

△2,600,000千円
 

 

4,351,100千円

△3,200,000千円
 

 

現金及び現金同等物
 

 

1,155,118千円
 

 

1,151,100千円
 

 

 

 

(金融商品関係)

１　金融商品の時価等に関する事項

　中間貸借対照表計上額(貸借対照表計上額)、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、

市場価格のない株式等については、次表には含めておりません((注)参照)。また、「現金及び預金」については、

現金であること、及び預金が短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略

しております。

 

前事業年度(令和４年３月31日)

 
貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

(1) 長期預金 6,000,000 5,965,270 △34,729

(2) 有価証券及び投資有価証券    

　①　満期保有目的の債券  9,798,778 9,751,290  △47,487

　②　その他有価証券 17,659,096 17,659,096 ―

資産計 33,457,875 33,375,657 △82,217
 

 
当中間会計期間(令和４年９月30日)

 
中間貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

(1) 長期預金 5,400,000 5,364,960 △35,039

(2) 有価証券及び投資有価証券    

　①　満期保有目的の債券 9,998,856 9,877,523 △121,333

　②　その他有価証券 16,546,553 16,546,553 ―

資産計 31,945,410 31,789,037 △156,372
 

 
(注)　市場価格のない株式等は、「(2)有価証券及び投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の中間貸

借対照表計上額(貸借対照表計上額)は、次のとおりであります。

  (単位：千円)

区分 前事業年度(令和４年３月31日) 当中間会計期間(令和４年９月30日)

非上場株式 5,000 5,000
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２　金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類

しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の

算　定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係

るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属す

るレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 
(1) 時価で中間貸借対照表(貸借対照表)に計上している金融商品

　　前事業年度(令和４年３月31日)

区分
時価(千円)

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び投資有価証券     

　その他有価証券     

　　株式 1,602,768 ― ― 1,602,768

　　地方債 ― 399,720 ― 399,720

　　社債 ― 398,428 ― 398,428

資産計 1,602,768 798,148 ― 2,400,916
 

(注)　投資信託の時価は上表に含めておりません。投資信託の貸借対照表計上額は15,258,180千円であります。

 
　　当中間会計期間(令和４年９月30日)

区分
時価(千円)

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び投資有価証券     

　その他有価証券     

　　株式 1,508,636 ― ― 1,508,636

　　地方債 ― 399,640 ― 399,640

　　社債 ― 196,020 ― 196,020

　　その他 13,074,019 1,368,237 ― 14,442,256

資産計 14,582,656 1,963,897 ― 16,546,553
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(2) 時価で中間貸借対照表(貸借対照表)に計上している金融商品以外の金融商品

　　前事業年度(令和４年３月31日)

区分
時価(千円)

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期預金 ― 5,965,270 ― 5,965,270

有価証券及び投資有価証券     

　満期保有目的     

　　地方債 ― 4,972,300 ― 4,972,300

　　社債 ― 4,778,990 ― 4,778,990

資産計 ― 15,716,561 ― 15,716,561
 

 

　　当中間会計期間(令和４年９月30日)

区分
時価(千円)

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期預金 ― 5,364,960 ― 5,364,960

有価証券及び投資有価証券     

　満期保有目的     

　　地方債 ― 5,139,903 ― 5,139,903

　　社債 ― 4,737,620 ― 4,737,620

資産計 ― 15,242,483 ― 15,242,483
 

 

(注)　時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

 
長期預金

将来のキャッシュ・フローを国債の利回り等適切な指標に信用スプレッドを上乗せした利率で割り引いた現

在価値にて算定しており、レベル２の時価に分類しております。

 
有価証券及び投資有価証券

活発な市場における無調整の相場価格を利用できるものはレベル１の時価に分類しております。主に株式、

公募投資信託がこれに含まれます。公表された相場価格を用いたとしても市場が活発でない場合にはレベル２

の時価に分類しております。主に地方債、社債、私募投資信託がこれに含まれます。
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(有価証券関係)

１　満期保有目的の債券

前事業年度(令和４年３月31日)

区分
貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

時価が貸借対照表計上額を超えるもの 1,800,000 1,819,223 19,223

時価が貸借対照表計上額を超えないもの 7,998,778 7,932,067 △66,711

合計 9,798,778 9,751,290 △47,487
 

 

当中間会計期間(令和４年９月30日)

区分
中間貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

時価が中間貸借対照表計上額を超えるもの 1,600,000 1,609,952 9,952

時価が中間貸借対照表計上額を超えないもの 8,398,856 8,267,571 △131,285

合計 9,998,856 9,877,523 △121,333
 

 

２　その他有価証券

前事業年度(令和４年３月31日)

区分
貸借対照表計上額

(千円)
取得原価
(千円)

差額
(千円)

貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの    

　①　株式 1,280,999 559,647 721,351

　②　債券 200,348 200,132 215

　③　その他 2,697,407 2,411,512 285,895

小計 4,178,754 3,171,292 1,007,462

貸借対照表計上額が取得原価を超えないもの    

　①　株式 321,769 348,574 △26,805

　②　債券 597,800 600,000 △2,200

　③　その他 12,560,772 13,196,103 △635,330

小計 13,480,341 14,144,677 △664,336

合計 17,659,096 17,315,970 343,126
 

(注)　非上場株式(貸借対照表計上額 5,000千円)については、市場価格のない株式等であることから、上表の「その他

有価証券」には含めておりません。
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当中間会計期間(令和４年９月30日)

区分
中間貸借対照表計上額

(千円)
取得原価
(千円)

差額
(千円)

中間貸借対照表計上額が取得原価を超えるも
の

   

　①　株式 1,380,523 757,324 623,199

　②　債券 ― ― ―

　③　その他 2,115,301 1,903,341 211,960

小計 3,495,825 2,660,665 835,159

中間貸借対照表計上額が取得原価を超えない
もの

   

　①　株式 128,112 150,898 △22,785

　②　債券 595,660 600,000 △4,340

　③　その他 12,326,955 13,692,751 △1,365,796

小計 13,050,727 14,443,649 △1,392,921

合計 16,546,553 17,104,315 △557,762
 

(注)　非上場株式(中間貸借対照表計上額 5,000千円)については、市場価格のない株式等であることから、上表の「そ

の他有価証券」には含めておりません。

 

３　売却したその他有価証券

　　前事業年度(自　令和３年４月１日　至　令和４年３月31日)

区分
売却額
(千円)

売却益の合計額
(千円)

売却損の合計額
(千円)

株式 52,990 5 ―

合計 52,990 5 ―
 

 
　　当中間会計期間(自　令和４年４月１日　至　令和４年９月30日)

　　該当事項はありません。

 
４　減損処理を行った有価証券

　(1) 前事業年度における減損処理はありません。

　(2) 当中間会計期間における減損処理はありません。

　(3) 時価のあるその他有価証券について、次の判断基準に基づき減損処理を行うこととしております。

① 個々の銘柄について時価の下落率が50％以上の場合は、合理的な反証がない限り、時価が著しく下落していると

判断し、減損処理を行うこととしております。

② 個々の銘柄について時価の下落率が30％以上50％未満の場合は、次の三要件のいずれかに該当する銘柄を時価が

著しく下落しており、かつ回復可能性がないと判断し、減損処理を行うこととしております。

ａ 当該銘柄について、過去２年間にわたり下落率が30％以上50％未満の状態になっている場合。

ｂ 当該銘柄の発行会社が債務超過の場合。

ｃ 当該銘柄の発行会社が２期連続で損失を計上し、翌期も損失の計上が予想される場合。
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(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の中間貸借対照表計上額(貸借対照表計上額)、期中増減額及び時価は、次のとおりであります。

(単位：千円)
 前事業年度

(自 令和３年４月１日
至 令和４年３月31日)

当中間会計期間
(自 令和４年４月１日
至 令和４年９月30日)

中間貸借対照表計上額

(貸借対照表計上額)

期首残高 15,834,192 15,325,295

期中増減額 △508,896 △132,831

中間期末
(期末)残高

15,325,295 15,192,464

中間期末(期末)時価 51,301,860 51,140,000
 

(注) １　中間貸借対照表計上額(貸借対照表計上額)は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

２　期中増減額のうち、前事業年度の主な増加は、ペガサス棟系統受水槽、ポンプ室他取得(105,562千円)であ

り、減少は、減価償却費(757,696千円)であります。

当中間会計期間の主な増加は、内きゅう暑熱対策空調設備他取得(213,273千円)であり、減少は、減価償却

費(376,345千円)であります。

３　中間期末(期末)の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいた金額であります。

 

 
(収益認識関係)

収益認識に関する会計基準等の対象となる収益に重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、競馬場施設賃貸事業及びその付随事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

【関連情報】

前中間会計期間 (自　令和３年４月１日　至　令和３年９月30日)

１.製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略

しております。

 
２.地域ごとの情報

　(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

　(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。

　

３.主要な顧客ごとの情報

　　(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

日本中央競馬会 2,097,934 競馬場施設賃貸事業
 

 
当中間会計期間 (自　令和４年４月１日　至　令和４年９月30日)

１.製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略

しております。

 
２.地域ごとの情報

　(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

　(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。

　

３.主要な顧客ごとの情報

　　(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

日本中央競馬会 2,127,242 競馬場施設賃貸事業
 

　

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

　

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

　

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。

 

項　目
前事業年度

(令和４年３月31日)
当中間会計期間
(令和４年９月30日)

(1) １株当たり純資産額 63,032.86円 62,800.25円

 (算定上の基礎)   

純資産の部の合計額(千円) 52,190,452 51,997,860

普通株式に係る中間期末(期末)の純資産額  
(千円)

52,190,452 51,997,860

普通株式の発行済株式数(株) 827,988 827,988

普通株式の自己株式数(株) ― ―

１株当たり純資産額の算定に用いられた中間期
末(期末)の普通株式の数(株)

827,988 827,988
 

 

項　目
前中間会計期間

(自　令和３年４月１日
至　令和３年９月30日)

当中間会計期間
(自　令和４年４月１日
至　令和４年９月30日)

(2) １株当たり中間純利益金額 1,073.46円 1,022.50円

 (算定上の基礎)   

中間純利益金額(千円) 888,816 846,618

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る中間純利益金額(千円) 888,816 846,618

普通株式の期中平均株式数(株) 827,988 827,988
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

(2) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の参考情報】

 

当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

 (1)
有価証券報告書

及びその添付書類

事業年度

(第73期)

自　令和３年４月１日

至　令和４年３月31日
 

令和４年６月21日

東海財務局長に提出
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書
令和４年12月21日

名古屋競馬株式会社

取締役会　御中

かがやき監査法人

名古屋事務所
 

 

指定社員

業務執行社員
公認会計士 稲垣　 靖  

指定社員

業務執行社員
公認会計士 林　　幹根  

 

　

中間監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる名古屋競馬株式会社の令和４年４月１日から令和５年３月31日までの第74期事業年度の中間会計期間（令和４年４

月１日から令和４年９月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本

等変動計算書、中間キャッシュ・フロー計算書、中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項及びその他の注記に

ついて中間監査を行った。

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、名古屋競馬株式会社の令和４年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（令和４年４

月１日から令和４年９月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているもの

と認める。

 
中間監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査

の基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、

我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい

る。

 
中間財務諸表に対する経営者及び監査役の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作

成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有

用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるか

どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
中間財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資

者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書において独立の立場か

ら中間財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に

又は集計すると、中間財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断

される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じて、職業的

専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応

する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、中間監査の意見

表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続の一部が省

略され、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、分析的手

続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。
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・中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連

する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注

記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論

付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査報告書において中間財務諸表の注記事

項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に

対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日までに入手した監査証拠

に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間財務諸表が基礎

となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査役に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した内部統制の重

要な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事項について報告を行

う。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　　上

 

（注）１ 　上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書提出

会社)が別途保管しております。

２ 　XBRLデータは中間監査の対象には含まれておりません。
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